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第
五
回
通
院
介
護
支
援
事
業
交
流

会
が
、
十
一月
五
・六
日
、 
(社
) 

全
国
f
臓
病
協
議
会
主
催
で
、
大
森

東
急
イ
ン
(束
京
) 
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 参
加
は
全
国
か
ら
六
三
名
で

し
た
。

交
流
会
は
十
四
時
に
開
会
さ
れ
、

最
初
に
、
「福
祉
有
償
運
送
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
自
家
用
車
西
に
よ
る
送
迎

サ
ー
ビ
ス
の
今
後
」
と
ぃ
う
演
題
で
、

束
京
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
連
絡
会
の
阿

部
司
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

阿
部
氏
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。 

道
路
運
送
法
第
八
十
条
の
条
件
を

突
破
し
、
二
種
免
許
以
外
で
も
有
償

で
あ
れ
ば
認
め
さ
せ
た
こ
と
に
大
き

な
意
議
が
あ
る
。 今
ま
で
と
交
わ
ら

ず
営
々
と
事
業
が
続
け
ら
れ
る
。 
で

も
、
色
々
な
条
件
が
っ
け
ら
れ
、
許

可
申
請
は
ニ
年
ご
と
に
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
ぃ
。 
車
と
運
転
者
の
移
動

は
連
営
協
議
会
に
一届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
ぃ
。 運
送
許
可
を
も
ら
う
と
、

色
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
I
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
ぃ
。 
移
動
を
ど
う
保
障
す

る
か
と
ぃ
う
点
で
は
、
公
認
さ
れ
る

意
味
は
大
き
ぃ
。 
N
P
〇
法
人
の
み

が
料
金
徴
収
の
権
限
が
も
ら
え
る
。 

個
人
は
も
ら
え
な
ぃ
。 
取
り
残
さ
れ

た
団
体
は
、
す
ぐ
に
は
取
締
り
の
対

象
と
は
し
な
ぃ
。 
来
年
四
月
か
ら
、

合
法
と
非
合
法
に
別
れ
る
。 
無
償
で

あ
れ
ば
、
何
も
問
題
は
な
ぃ
。

タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

反
対
、
タ
ク
シ
ー
で
十
分
、
安
全
確

保
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
不
十
分
。 

運
営
協
議
会
は
、
新
し
ぃ
条
件
を
作

る
場
で
は
な
ぃ
。 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

守
る
の
が
仕
事
。 市
可
村
は
、
中
々

運
營
協
議
会
を
作
ろ
う
と
し
な
ぃ
。 

患
者
団
体
が
声
を
あ
げ
な
ぃ
と
、
行

政
は
動
か
な
ぃ
。 
タ
ク
シ
ー
業
界
の

圧
カ
は
非
常
に
強
ぃ
。 等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

. 

十
五
時
半
か
ら
の
分
科
会
に
は
「さ

わ
や
か
」
全
員
「有
償
移
送
の
課
題

を
考
え
る
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 福

骨
協
か
ら
参
加
さ
れ
た
吉
野
さ
ん
が
、

第
一分
科
会
「無
償
 
(ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
) 
移
送
の
課
題
を
考
え
る
」
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
分
科
会
で
は
、
東
京
練
馬
区
・ 

す
ず
ら
ん
の
会

伊
藤
絵
利
手
氏
か

ら
、
有
償
運
送
の
展
開
に
必
要
な
「運

営
協
議
会
」
設
置
の
働
き
か
け
や
、

協
議
会
の
場
で
求
め
ら
れ
る
理
論
武

装
に
っ
ぃ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 
特
に

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
「運
営
協
議

会
」
の
な
か
で
、
タ
ク
シ
ー
業
界
と

の
論
争
で
し
た
。 相
当
、
理
論
武
装

を
し
て
か
か
ら
な
い
と
、
タ
ク
シ
I
 

業
界
の
意
見
は
強
カ
な
上
に
、
第
三

者
委
員
、
行
政
等
は
ど
う
し
て
も
、

タ
ク
シ
1
業
界
の
側
に
立
ち
や
す
ぃ

そ
の
ょ
う
な
状
況
の
中
で
、
「福
祉

有
償
運
送
」
を
認
め
さ
せ
る
の
は
、

至
難
の
業
だ
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
を
打
ち
破

り
、
「運
営
協
議
会
」
を
設
立
さ
せ

た
、
す
ず
ら
ん
の
会
・伊
藤
さ
ん
の

活
動
に
頭
が
さ
が
り
ま
し
た
。 

---. 

二
日
目
は
、
九
時
か
ら
「介
護
保

険
に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う

演
題
で
、
横
浜
市
の 
(社
) 
南
区
医

師
協
会
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
支
援
專
門
員
の
高
砂
裕
子
氏
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

高
砂
氏
は
、
来
年
四
月
か
ら
改
正

さ
れ
る
、
介
護
保
険
制
度
に
っ
ぃ
て
、

話
を
さ
れ
ま
し
た
。 制
度
改
正
後
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
、
介
護
給

付
サ
ー
ビ
ス
と
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス

の
ニ
っ
に
な
り
、
ぃ
ま
ま
で
の
介
護

給
付
サ
ー
ビ
ス
だ
け
か
ら
、
新
し
く
、

予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
ま

す
。ぃ

ま
ま
で
の
制
度
は
、
介
護
に
重

点
が
・お
か
れ
、
予
防
に
は
、
余
り
重

点
が
お
か
れ
て
ぃ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

四
月
か
ら
は
、
利
用
者
の
自
立
支
援

を
中
心
に
し
た
、
予
防
給
付
サ
ー
ビ

ス
に
重
点
が
お
か
れ
ま
す
。 特
に
、

要
支
援
、
要
介
義
1
の
利
用
者
は
、

介
護
給
付
と
于
防
給
付
の
二
っ
に
分

か
れ
ま
す
。

介
護
給
付
と
予
防
給
付
の
基
本
的
考

え
方
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◎
新
予
防
給
付
の
対
象
で
あ
る
要

支
援
1 ・2
の
該
当
者
の
介
護
予
防

に
お
ぃ
て
重
要
点
-
可
能
な
限
り

支
援
を
要
す
る
状
態
を
脱
す
る
。 介

護
状
態
の
予
防
。 自
立
生
活
の
維
持

向
上
。 
本
人
が
意
欲
を
持
っ
て
能
動

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

◎
介
護
保
険
に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
・
通
院
等
乗
降
介
助
。 

身
体
介
護
。 
そ
の
他
。

こ
の
後
、
高
砂
氏
は
、
予
防
給
付

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
区
別
'

の
仕
方
を
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
示

し
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 
高
砂
氏
が
強

調
さ
れ
た
の
は
、
予
防
給
付
に
な
る

の
か
、
介
護
給
付
に
な
る
の
か
の
選

別
,は
、
利
用
者
自
身
及
び
皆
さ
ん
方

の
よ
う
な
、
患
者
団
体
が
声
を
上
げ

な
ぃ
と
、
事
業
者
が
声
を
上
げ
て
も
、

自
分
の
利
益
の
た
め
と
し
か
思
わ
れ

なし、
0 

素面
に
つ
づ
く'-・



筆
者
の
意
見
も
同
感
で
す
。 
透
析

患
者
は
、
要
支
援
や
要
介
護
1
の
人

で
も
、
透
析
後
は
、
要
介
護
3
や
4 

の
状
態
に
な
る
人
が
い
ま
す
。 
こ
の

よ
う
な
人
の
介
護
が
介
護
1
だ
か
ら

と
ぃ
う
理
由
で
、
送
迎
や
介
護
が
認

め
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 
あ
る
自
治
体
で
は
、
す
で
に
、

介
護
度
1
の
人
は
歩
け
る
人
だ
か
ら
、

送
迎
は
一
切
認
め
な
い
と
ぃ
う
と
こ

ろ
も
現
実
に
あ
り
ま
す
。 
こ
の
よ
う

な
不
合
理
を
是
正
す
る
の
が
患
者
会

の
役
割
で
は
な
ぃ
で
し
ょ
う
か
。

十
時
か
ら
は
、
「要
介
装
透
析
患

者
の
移
送
 
(通
院
保
障
) 
は
誰
が
担

う
の
か
」
と
ぃ
う
題
で
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
力
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
で
感
動
的
な
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。 宮

城
県
腎
協
の
桑
名
信
子
氏
の
意

見
発
表
で
し
た
。

桑
名
氏
は
、
宮
城
県
に
「運
営
協

議
会
」
を
作
る
の
に
大
奮
闘
さ
れ
た

経
験
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「運
営
協
議
会
」を
作
っ
て
も
ら
う

た
め
に
色
々
な
資
料
を
作
ら
れ
て
ぃ

ま
し
た
。 
県
内
の
透
析
施
設
の
分
布

図
。 市
可
村
毎
の
透
析
患
者
数
。 
こ

れ
で
宮
城
県
の
全
て
の
市
可
村
に
透

析
患
者
が
ぃ
る
こ
と
が
判
明
し
、
県
. 

当
局
も
大
交
驚
ぃ
て
ぃ
た
そ
う
で
す
。 

現
在
ど
れ
だ
け
の
人
が
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
ぃ
る
か
の
調
査
で
は
、

僅
か
三
十
三
人
し
か
送
迎
し
て
ぃ
な

ぃ
こ
と
が
判
明
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
資
料
を
提
示

し
て
、
「運
営
協
議
会
」
の
設
立
を

要
望
し
て
ぃ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
発

言
さ
れ
、
満
場
の
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。以

上
の
ょ
う
に
、
今
回
の
交
流
会

は
、
大
き
な
収
穫
を
残
し
て
、
閉
幕

し
ま
し
た
。 
会
場
か
ら
の質
疑
時
問

が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
良
か
っ
た
と

思
ぃ
ま
す
。

も・、0f・、f0・、f-・、fも・、fも・、f0

P0移迷-ll- 
l請説明会

十
一
月
一
日
十
五
時
か
ら
、
ウ
I

ル
と
ば
た
十
一
階
会
議
室
で
、
「N 

P
〇
移
送
サ
ー
ビ
ス
申
請
説
明
会
」

が
、
市
保
健
福
祉
局
、総
務
部
計
画
課

の
主
催
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

既
に
皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昨

年
三
月
十
六
日
に
、
国
土
交
通
省
自

'認jle
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動
車
交
通
局
長
名
文
書
が
だ
さ
れ
ま

し
た
。 
「福
祉
有
償
運
送
及
び
過
疎

地
有
償
運
送
に
係
わ
る
道
路
運
送
法

第
八
十
条
第
一項
に
ょ
る
許
可
の
取

り
扱
ぃ
に
っ
ぃ
て
」 
=
通
称
「ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

介
護
保
険
制
度
が
出
来
る
前
ま
で
は
、

福
祉
有
償
運
送
に
っ
ぃ
て
は
、
道
路

運
送
法
第
八
十
条
に
違
反
し
て
ぃ
ま

し
た
が
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

過
去
三
十
年
黙
認
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
介
護
保
険
の
導
入
に
ょ
り
、
介

護
タ
ク
シ
ー
と
の
区
別
が
っ
き
に
く

ぃ
等
、
ぃ
く
っ
か
の
問
題
点
が
出
て

き
て
、
「'力
イ
ド
一フ
ィ
ン
」
に
よ
り
、

明
確
に
し
よ
う
と
、
新
し
ぃ
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

市
計
画
課
を
中
心
に
し
た
運
営
協
議

会
で
は
、
次
の
六
項
目
に
っ
ぃ
て
協

識
さ
れ
ま
し
た
。

①
連
送
主
体

当
該
輸
送
の
確
保
に
っ
ぃ
て
地
方

公
共
団
体
の
長
か
ら
具
体
的
な
依

頼
を
受
け
た
、
営
利
を
目
的
と
し

な
ぃ
法
人
等
で
あ
り
、
運
送
を
行

な
う
こ
と
が
法
人
の
目
的
範
囲
内

で
あ
る
こ
と
。 

②
運
送
対
象
等

会
員
登
録
さ
れ
た
「要
介
護
者
」

「要
支
援
者
」
「身
体
障
害
者
 (内

部
障
害
者
及
び
難
病
患
者
) 
」

そ
の
他
革
独
で
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
で

あ
る
こ
と
。 
連
送
の
発
地
又
は
着

地
の
ぃ
ず
れ
か
が
当
該
地
方
公
共

団
体
の
中
に
あ
る
こ
と
が
必
要

③
使
用
車
面

リ
フ
ト
、
寝
台
、
ス
口
ー
プ
等
の

特
殊
設
備
を
設
け
た
自
動
車
、
又

は
、
回
転
シ
ー
ト
、
リ
フ
ト
ア
ッ

プ
シ
ー
ト
等
の
装
置
を
設
け
た
自

動
車
で
あ
る
こ
と
。

(北
九
州
市
は
「福
祉
有
償
運
送

セ
ダ
ン
型
車
西
特
区
」
の
認
定
を

申
請
中
)

④
連
転
者

第
二
種
免
許
取
得
者
。 
こ
れ
に
よ

り
が
た
ぃ
場
合
は
、
当
該
地
域
に

お
け
る
交
通
状
況
等
を
考
慮
し
て

十
分
な
能
カ
及
び
経
験
を
有
し
て

ぃ
る
と
認
め
ら
れ
る
 
(研
修
の
終

了
な
ど
) 
こ
と

⑤
通
送
の
対
価

営
利
に
至
ら
な
ぃ
範
囲
で
あ
る
こ

と
。 
具
体
的
に
は
、
当
該
地
域
に

お
け
る
一般
常
用
旅
客
自
動
車
運

送
 (タ
ク
シ
ー
) 事
業
の
上
限
運

賃
の
概
ね
ニ
分
の
一
が
目
安

⑥
其
の
他

運
送
管
理
体
制
の
明
確
な
整
備
が

必
要

以
上
の
協
議
事
項
に
基
づ
き
、
運
営

協
議
会
に
ニ
十
三
種
類
の
書
類
を
提

出
し
て
、
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 現
在
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
は
、
そ
の
手
続
き
の書
類

を
送
付
し
て
、
協
カ
を
お
願
ぃ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「福
祉
有
償
運
送
」
運
転
者
研
修
会

は
、
左
記
の
通
り
で
す
。 尚
、
受
講

料
は
「さ
わ
や
か
」
で
負
担
ぃ
た
し

ま
す
。 
又
、
「福
祉
有
償
運
送
」
に

っ
ぃ
て
は
、
膨
大
な
資
料
や
取
り
決

め
が
あ
り
ま
す
。 
こ
の
紙
面
で
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
詳
細
が
必
要

な
方
は
、
事
業
所
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
ぃ。 資
料
は
公
開
ぃ
た
し
ま
す
。 

研
修
会
内
容

開
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

講
義

'i='P:l 

①
移
送
サ
ー
ビ
ス
と
は

②
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

S

法
律
を
理
解
す
る

③
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

20

を
理
解
す
る

④
介
助
に
つ
い
て

⑤
安
全
・安
心
な
運
行
 

ぉ

及
び
緊
急
時
の
対
応
l
 

実
技

①

移

送

サ

ー

ビ

ス

の

 

.

一

「

運
転
に
つ
い
て
v=

②
介
助
に
つ
い
て

分

③
福
祉
車
面
に
つ
い
て 

5

④
運
転
実
技
 

5

⑤
デ
イ
ス
力
ッ
シ
ョ
ン 

1
 

講義

一一

移送
サ
ービ
ス活
動
の様
子か
-d

以
上
六
時
間


